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遊水地、ダム再開発、放水路の検討方針（案）

■遊水地、ダム再開発、放水路の検討方針（案）
目標とする流量を安全に流下できるよう、流下能力の確保に向けて、遊水地、ダ

ム再開発、放水路については、下記の方針の下、検討をさらに進める。

1

遊水地 ダム再開発 放水路

検
討
方
針

用地買収（掘り込み）方式につい
て、技術的に可能な範囲で、今
後詳細に検討

・人吉地点で目標とする調節量約
1,300m3/sに対し、約600～700m3/s
（約5割）の調節が可能であるが、目
標に対する効果量が不足するため、
他の対策との組み合わせが必要と
なる。

検討対象外
地役権補償方式については、人吉
地 点 で 目 標 と す る 調 節 量 約
1,300m3/sに対し、約0～100m3/s（1
割以下）の調節にとどまるため、検
討対象外とする。

技術的に可能な範囲で、今後詳
細に検討

・人吉地点で目標とする調節量約
1,300m3/sに対し、最大で約200m3/s
（約２割）の調節が可能であるが、目
標に対する効果量が不足するため、
他の対策との組み合わせが必要と
なる。

①利水容量買い上げ・堆砂容量活
用案 ： 調節量：0m3/s
②嵩上げ案 ： 調節量：約100m3/s
③ ①＋② ： 調節量：約200m3/s

技術的に可能な範囲で、今後詳
細に検討

・全量、一部を調節した場合も本川
上流部や放流部の下流の河道にお
いて、他の対策との組み合わせが
必要となる。


